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温
暖
化
対
策
は
政
府

の
責
任
？

国
民
生
活
に
も
負
担
増
加

地
球
温
暖
化
と

水
資
源
と
の
関
係

水
不
足
と
地
球
温
暖
化
と
の

関
係
は
世
界
中
の
水
関
係
者
間

で
も
論
議
さ
れ
て
い
る
が
結
論

は
出
て
い
な
い
。

こ
こ
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
て
も
、

こ
の
種
の
論

議
が
白
熱
化
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
然
保
護

基
金
は

「今
回
の
水
不
足
は
温

暖
化
対
策
を
打
ち
出
さ
な
か

っ

た
政
府
の
責
任
て
あ
り
、　

一
刻

も
早
く
京
都
議
定
書
の
早
期
批

准
す
べ
き
」
と
要
求
し
て
い
る
。

し
か
し
ジ
ョ
ン

・
ハ
ワ
ー
ド
首

相
は
依
然
と
し
て
京
都
議
定
書

の
批
准
を
拒
否
し
て
い
る
。

反

対
の
理
由
は

「
こ
の
議
定
書
は

す
べ
て
の
国
を
平
等
に
あ
つ
か

っ
て
い
な
い
。

ま
た
国
内
産
業

に
さ
ら
な
る
負
担
を
か
け
る
つ

も
り
は
な
い
」
と
言
明
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な

ハ
ワ
ー
ド
首
相

の
態
度
に
野
党
の
ス
ボ
ー

ク
ス

マ
ン
は
「オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

気
候
変
動
問
題
に
対
し
て
他
の

国
々
よ
り
は
る
か
に
遅
れ
て
お

り
恥
ず
べ
き
状
態
」
と
語

っ
た
。

さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
オ

ブ

・
ザ

・
イ
ヤ
ー
に
選
ば
れ
た

テ
ィ
ム
博
士
は

「
ハ
ワ
ー
ド
政

権
は
、

こ
の
１０
年
間
を
無
駄
に

し
た
。

今
か
ら
温
暖
化
対
策
に

大
き
な
努
力
を
す
べ
き
だ
、

オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、　

一
人
当

た
り
の
大
気
汚
染
量
、

エ
ネ
ル

ギ
ー

使
用
量
は
世
界
最
大
な
の

に
…

」
と
。

野
党
労
働
党
の
党

首
ケ
ビ
ン

・
ラ

ッ
ド
氏
は
世
界

遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
グ
レ

ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
は
、

今
後

２０
年
以
内
に
死
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
に
、

ハ
ワ
ー
ド
政
権

は
気
候
変
動
対
策
を
行

っ
て
い

な
い
と
厳
し
く
非
難
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
の
報
告
書
で
は
、

海
水
の
温

暖
化
と
酸
性
化
に
よ
り
珊
瑚
礁

の
白
化
現
象
が
毎
年
発
生
し
、

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
は
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ

州
の
イ
エ
マ
首
相
は

「
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
エ
ー

ル
ズ
州
は
２
０

２
０
年
ま
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
率
を
１５
％
に
す

る
」
こ
と
を
発
表
し
（
連
邦
政

府
が
わ
が
州
と
同
レ
ベ
ル
の
目

標
値
を
掲
げ
る

こ

と

を

提

案

し
、

連
邦
政
府

と
し
て
地
球
温

暖
化
対
策

へ
の

積
極
的
な
関
与

を

訴

え

て

い

る
。

さ
ら
に
連

邦
科
学

・
産
業

研
究
機
関
は
、

今
、

連
邦
政
府

が
温
暖
化
対
策

を

し

な

け

れ

ば
、

シ
ド
ユ
ー

グ
回
―

バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・

ジ
ャ
パ
ン
代
表

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
１

・
６

度
、

２
０
７
０
年
ま
で
に
４

・

８
度
上
昇
す
る
。

ま
た
２
０
４

０
年
ま
で
に
平
均
降
雨
は
４０
％

減
少
し
、

水
分
蒸
発
率
は
２４
％

増
加
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
てケ ア ンズ ウ ォー タの エ リ ック氏 と筆 者

い
る
。

こ
れ
ら

一
連
の
意
見
に

対
し
、

連
邦
政
府
の
ジ
ョ
ン

・

ハ
ワ
ー
ド
首
相
は

「水
不
足
間

題
の
解
決
は
下
水
処
理
水
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
は
原
子
力
発

電
所
を
建
設
し
、

温
暖
化
対
策

と
す
る
」
姿
勢
を
員
い
て
い
る
。

水
不
足
と
国
民
生
活

水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に

国
民
生
活
に
も
大
き
な
努
力
と

負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で
は
、

２

０
０
７
年
７
月
か
ら
、

新
設
住

宅
に
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

独
立
し
た
家
屋
て
は
５
立
方
席

の
貯
槽
、

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
よ

う
な
集
合
住
宅
で
は
３
立
方
財

の
雨
水
貯
槽
を
、

ま
た
既
存
の

家
屋
が
雨
水
貯
留
槽
を
新
設
す

る
場
合
は
１
０
０
０
ド
ル
を
補

助
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
北

部
に
位
置
す
る
ケ
ア
ン
ズ
ウ
ォ



回
悌
印
車
脚
悼
呼
藤
伽
ば
令

「棒
　
降
ゃ

碁
離
癖
翔
↓

ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
州
は
、

新
設
　
命
じ
ら
れ
る
こ
ヽ

さ
れ
る
住
宅
４
万
世
帯
に
、

り
　
　
住
宅
地
て
の
一

野
ウ勲歓卵叩
権
婢

謎
霧
朧

躍
瞬
鶏
種
範
郷
畑庫噺
麒

イ
ク
ル
水
は
事
故
防
止
の
た
　
車
は
バ
ヶ
ツ
て
、

ホ
ー
ス
は
使
　
の
水
分
摂
取
で
体
内
の
水
分
レ

め
、

紫
色
の
パ
イ
プ
と
ホ
ー
ス
　
用
禁
止
と
な

幸
鋭
い

説
殖
陸
劾
　

べ
劫
髪
離
中
毎
破
韓
ぼ
く
千
ば

で
供
給
さ
れ
る
。

州
当
局
は
こ
　
見
つ
か
る
と
期

れ
て
毎
年
４
０
０
万
立
方
財
の
　
庭
用
プ
ー
ル
を

削
減
が
可
能
と
み
て
い
る
。

メ
　
ー
で
提
案
さ
カ

ル
ボ
ル
ン
市
は
家
庭
ゃ
職
場
て
　
数
で
却
下
さ
あ

の
節
水
監
視
の
た
め
、

ウ
ォ
ー
　
は

「自
分
の
蔵

タ
パ
ト
ロ
ー
ル
部
隊
を
増
員
、

　

っ
こ
と
は
、

一

巡
視
員
は
２
回
の
警
告
を
無
視
　
人
の
夢
の

一
一

”薮
欝
弊
塊
慾
勤
紗
釣
峰
申騒
報Ｌ

を
背
ぇ
て現

が
）
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こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

長
年
続
く
干
ば
つ
は
、

地
球

温
暖
化
で
主
因
は
エ
ル
ニ
ー

ニ

ヨ
現
象
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

今
の
水
資
源
を
効
率
利
用

明
日
は
わ
が
身
、

対
策
は
重
要

し
か
し
こ
れ
は
人
間
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
自
然
現
象
で
あ

る
。

ま
た
新
し
い
水
源
の
確
保

て
海
水
淡
水
化
が
脚
光
を
浴
び

て
い
る
が
、

多
く
の
都
市
で
は
、

環
境
問
題
、

コ
ス
ト
画
て
の
反

対
が
多
く
す
す
ん
で
い
な
い
。

残
さ
れ
た
道
は
、

今
あ
る
水
資

源
を
い
か
に
効
率
よ
く
運
用

・

節
水
す
る
か
に
か
か

っ
て
い

る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
水
サ

ー
ビ
ス
事
業
連
盟
（
Ｗ
Ｓ
Ａ
Ａ
）

は
全
国
の
大
規
模
３０
水
道
事
業

体
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
あ

り
、

給
水
人
口
は
１
６
０
０
万

人
を
有
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｓ
Ａ
Ａ
の
現
状
分
析
で

は
、１

）
温
暖
化
現
象
に
よ
り
こ

れ
か
ら
も
干
ば
つ
が
継
続
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

２
）
降
雨
量
の
減
少
に
よ
り

水
資
源
の
確
保
は
３０
～

７０
％
と

な
る
可
能
性
あ
り
。

３
）
新
し
い
ダ
ム
は
建
設
で

き
な
い

（経
済
面
、

環
境
面
）
。

４
）
水
問
題
は
連
邦
政
府
と

州
政
府
と
の
政
治
的
駆
け
引
き

に
使
わ
れ
て
い
る
。

５
）

水
管
理
の
為
の
熟
練

者
が
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
と

し
て
は
、

１
）
水
資
源
の
効
率
化
を
計

る
（水
需
要
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

再
生
水
活
用
、

雨
水
利
用
、

漏

水
防
止
）
。

２
）

新

し

い

水

源

開

発

（海
水
脱
塩
装
置
、

大
規
模
再

生
水
プ
ラ
ン
ト
）
。

３
）
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
築
（
再

生
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）

４
）
ベ
ン
チ
マ
ー

キ
ン
グ
の

採
用

（
１
５
８
の
業
務
指
標
の

完
全
実
施
）
。

５
）
国
際
的
な
水
ベ
ン
チ
マ

ー
キ
ン
グ
の
構
築

（
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ｓ
Ａ
Ａ
）
。　
　
守

・
２
０
０
７
年
　
消
費
者
サ
ー

ビ
ス

●
２
０
０
８
年
　
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
ア
ク
ア
マ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
提
唱
）

●
２
０
０
９
年
　
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

６
）
再
生
水
の
医
学
的

・
疫
病
学
的
見
地
か
ら

の
指
導

―
―

な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
”
す
で
に
実

施
さ
れ
て
い
る
事
項
も

多
い
が
、

と
く
に
ベ
ン

チ
マ
ー

キ
ン
グ

（数
値

目
標
）
シ
ス
テ
ム
の
拡

充
に
力
を
注
い
て

い

る
。さ

い
ご
に

水
を
潤
沢
に
使

っ
て
き
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、

未
督
有
の

干
ば
つ
に
遭
遇
し
た
結
果
、

今

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

グ
回
―

バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・

ジ
ャ
パ
ン
代
表

オー ス トラ リアミシ ドニーのオペ ラハ ウス

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
画
し
、

そ
の
水
不
足
の
解
消
を
め
ざ
し

国
家
と
し
て
壮
大
な
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
い
る
。

今
回
の
取
材
を
通
し
て
取
り

上
げ
た
政
治
家
の
反
応
と
行

動
、

国
民
生
活

へ
の
し
わ
寄
せ
、

自
然
環
境

へ
の
影
響
等
は

一
部

分
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

地
球
温
暖
化
が
加
速
度
的
に
す

す
む
な
か
で
、

わ
れ
わ
れ
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
で
起
こ

っ

て
い
る
こ
と
が

「明
日
は
わ
が

身
に
な
る
」
こ
と
を
認
識
し
、

先
手
を
と
る
こ
と
が
今
、

求
め

ら
れ
て
い
る
。

（お
わ
り
）


